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見事に輝くイルミネーション



2議会だより　なおしま No.178議会だより　なおしま No.178

濵中町長

デ
ザ
イ
ン
が

勝ま
さ

っ
た

町長報告

（12月 定例会）
　平成28年第６回定例会が中学２年 生25人の傍聴のもと、12月８日に
開催されました。
　各委員長報告の後、町長・教育長 報告では活発な質疑が行われました。
　一般質問には４人が登壇し、町政 を問いました。
　一般会計・特別会計の補正予算や 条例制定、教育委員会委員の任命な
ど報告１件と14議案を審議し、いず れも原案どおり可決し閉会しました。

◦10月８日　瀬戸内国際芸術祭2016秋会期のオープ
ニングに合わせ宮浦ギャラリー六区で片山真理さ
んによる「bystander」のイベントが開催されま
した。

◦10月14日　消防団第３分団が第25回全国消防操法
大会（小型ポンプの部）に県代表で出場しまし 
た。

◦11月３・４日　教育文化祭が開催されました。
◦11月６日　瀬戸内国際芸術祭2016のクロージング

セレモニーが開催されました。
◦11月11日　県環境森林部長他が豊島廃棄物処理事

業の進捗状況の説明に来庁されました。
◦11月26・27日　アイランダー2016が東京で開催さ

れました。

（主なもの）
芸
術
祭
の
期
間
だ
け
で
な
く

Q
（
井
下
）
宮
ノ
浦
地

区
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
六

区
な
ど
、
瀬
戸
芸
の
時
だ
け

で
な
く
常
時
展
示
し
て
く
れ

る
よ
う
ベ
ネ
ッ
セ
に
要
望
し

た
か
。

A
（
町
長
）
２
年
間
閉

め
て
い
る
の
は
も
っ

た
い
な
い
の
で
要
望
し
た
い
。

全
国
大
会
に
ま
た
出
た
い

Q
（
西
岡
）
全
国
消
防

操
法
大
会
に
リ
ベ
ン

主
な
質
疑

直島港ターミナル工事

本事業は
� 失敗では

ジ
し
た
い
と
言
っ
た
ら
ど
う

す
る
か
。

A
（
町
長
）
希
望
が
あ

れ
ば
応
援
は
す
る

が
、
連
合
チ
ー
ム
に
な
る
か

な
と
思
う
。

そ
の
日
だ
け
正
式
に

Q
（
小
野
）
教
育
文
化

祭
の
時
、
ふ
れ
あ
い

診
療
所
の
駐
車
場
を
そ
の
日

だ
け
で
も
正
式
に
駐
車
で
き

る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

A
（
町
長
）
診
療
所
と

相
談
し
て
、
救
急
等

に
迷
惑
に
な
ら
な
い
程
度
で

認
め
た
い
。

ア
ー
ト
・
ア
ー
ト
に�

�

力
を
入
れ
て
…

Q
（
井
下
）直
島
港（
本

村
港
）
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
建
設
が
瀬
戸
芸
秋
会
期
に

間
に
合
わ
な
か
っ
た
。
町
民

に
遅
れ
た
理
由
と
か
謝
罪
が

必
要
か
と
思
う
が
。

A
（
町
長
）
工
法
が
特

殊
だ
っ
た
こ
と
・
Ｆ

Ｒ
Ｐ
を
止
め
る
構
造
物
の
施

工
に
時
間
を
要
し
９
月
の
天

候
不
順
の
影
響
も
受
け
た
こ

と
な
ど
で
大
幅
に
遅
れ
た
。

　

12
月
の
広
報
で
報
告
す
る
。

Q
（
井
下
）
本
事
業
は

失
敗
だ
と
思
う
。
町

民
の
声
も
「
ア
ー
ト
・
ア
ー

ト
と
言
っ
て
そ
れ
に
力
を
入

れ
大
事
な
こ
と
を
や
っ
て
い

な
い
の
で
は
」
と
い
う
辛
口

の
意
見
も
あ

る
。
頭
を
打

つ
な
ど
不
備

が
あ
り
、
改

善
す
べ
き
点

が
多
く
あ

る
。
設
計
者

と
解
決
に
向

け
た
協
議
を

早
急
に
す
べ

き
と
思
う�

が
。A

（
町
長
）
デ
ザ
イ
ン

と
実
用
性
を
兼
ね
た

施
設
と
い
う
期
待
を
し
て
い

た
が
デ
ザ
イ
ン
が
勝
っ
て
し

ま
っ
た
感
が
あ
る
。
不
備
な

点
に
つ
い
て
は
設
計
者
と
協

議
し
て
、い
か
に
有
効
に
使
っ

て
い
く
か
相
談
し
な
が
ら
改

善
し
て
い
き
た
い
。

他
の
と
こ
ろ
に
無
い
も
の
を

Q
（
井
下
）
ア
イ
ラ
ン

ダ
ー
に
参
加
し
て
、

今
後
、
ど
う
す
れ
ば
直
島
へ

の
来
島
者
が
増
え
る
か
。
そ

の
た
め
の
策
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

A
（
副
町
長
）
今
後
は

直
島
に
し
か
な
い
特

徴
の
あ
る
も
の
、
海
産
物
を

加
工
し
た
り
、
１
次
・
２
次
・

３
次
産
業
が
コ
ラ
ボ
し
た
他

に
無
い
商
品
を
考
え
た
ら
と

思
う
。

Q
（
井
下
）
共
同
で
や

れ
ば
特
徴
あ
る
も
の

が
で
き
る
。
協
議
会
的
な
も

の
は
作
れ
な
い
か
。

A
（
町
長
）
い
き
な
り

で
は
な
く
、
試
作
的

な
も
の
か
ら
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー

用
に
始
め
る
と
良
い
。

Q
（
井
下
）
ア
イ
ラ
ン

ダ
ー
で
移
住
・
定
住

に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
し
た
か
。

A
（
ま
ち
観
課
長
）
チ

ラ
シ
を
30
部
置
い
た

が
、15
部
持
ち
帰
っ
て
い
た
。

ま
た
、
話
を
聞
き
に
来
た
人

に
は
詳
し
く
説
明
を
し
た
。

全国にＰＲ（アイランダー）

完成はしたが…
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原教育長

呼びかけを
していく

教育長報告

（12月 定例会）
　平成28年第６回定例会が中学２年 生25人の傍聴のもと、12月８日に
開催されました。
　各委員長報告の後、町長・教育長 報告では活発な質疑が行われました。
　一般質問には４人が登壇し、町政 を問いました。
　一般会計・特別会計の補正予算や 条例制定、教育委員会委員の任命な
ど報告１件と14議案を審議し、いず れも原案どおり可決し閉会しました。

◦９月１日　中学生・高校生海外研修事業の帰国報
告会が開催されました。

◦10月５日　文化財保護審議会が開催され、①ベネッ
セセミナーハウス建設にあたっての埋蔵文化財出
土時における調査等②指定文化財保存事業補助金
交付要綱の制定についてでした。

◦10月19日　教育委員一日研修を実施しました。
◦10月20日　中学校校内研究会（英語教育）が開催

され、「日本文化を紹介しよう」の題材で、新しい
ＡＬＴに「食事時のあいさつ・マナー、学校文化
等の日本の文化について説明する」活動の授業で
した。

◦11月17日　小中合同研修会（外国語活動）が開催
されました。

◦11月25日　定例教育委員会が開催され、①平成29
年度予算編成②平成29年度公立学校教職員人事異
動基本方針等でした。

（主なもの）

女文楽の
� 後継者は

来
年
の
海
外
研
修
は

Q
（
松
島
）
来
年
の
海

外
研
修
は
ど
う
す
る

の
か
。

A
（
教
育
長
）
来
年
も

ぜ
ひ
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

女
文
楽
の
後
継
者
は

Q
（
井
下
）
女
文
楽
の

後
継
者
の
育
成
が
大

き
な
課
題
だ
と
思
う
。

　

当
町
の
歴
史
あ
る
郷
土
芸

能
の
担
い
手
に
つ
い
て
、
教

育
長
と
町
長
の
考
え
は
ど
う

か
。 主

な
質
疑

A
（
教
育
長
）
大
変
難

し
い
問
題
で
、
す
ぐ

に
は
回
答
で
き
な
い
。
子
育

て
が
終
わ
っ
た
人
が
い
い
の

か
と
思
う
。
一
朝
一
夕
に
は

い
か
な
い
が
、
地
道
に
呼
び

か
け
を
し
て
い
く
。

A
（
町
長
）
小
学
生
・

中
学
生
の
う
ち
に
少

し
で
も
経
験
し
た
ら
、
歳 

を
取
っ
て
か
ら
、
女
文
楽
に

入
り
や
す
い
の
で
は
と
思 

う
。

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
問
う

Q
（
小
野
）
ベ
ネ
ッ
セ

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
建

設
に
つ
い
て
、
今
後
の
見
通

し
は
。

A
（
町
長
）
ベ
ネ
ッ
セ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

社
長
が
交
代
し
た
関
係
で
、

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
含
め
、

全
て
の
事
業
を
見
直
す
と
聞

い
て
い
る
。

　

詳
し
い
話
は
、
副
会
長
が

年
明
け
に
説
明
に
来
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
土
地
も
売

却
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
前

向
き
に
進
め
て
ほ
し
い
。

後継者が育っている徳島。直島は？

セミナーハウス建設の見通しは
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総 務・文 教

　11月14・15日の両日、合同常任委員会を開催し、各課からの現状・
事業等の報告を受け、議論を交わしました。
　主なもののみ報告します。

300万人突破

予断を許さぬ
� 年度末完了

松島 委員長

〔
総
務
課
〕

全
国
消
防
操
法
大
会
出
場

○ 
10
月
14
日　

第
25
回
全
国

消
防
操
法
大
会
が
長
野
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム

で
開
催
。
第
３
分
団
が
県

代
表
と
し
て
小
型
ポ
ン
プ

の
部
に
出
場
し
た
。

テ
ィ
ミ
ン
ズ
市
長
が�

�

来
町
予
定

○ 

12
月
８
日　

カ
ナ
ダ
・

テ
ィ
ミ
ン
ズ
市
長
が
来
町

し
歓
迎
式
典
を
行
う
予
定
。

〔
ま
ち
づ
く
り
観
光
課
〕

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

○
９
月
４
日　

夏
会
期
閉
会

　

 

直
島
へ
の
来
場
者
は
10
万

８
８
９
５
人
。

○
10
月
８
日　

秋
会
期
開
会

○
11
月
６
日　

瀬
戸
芸
終
了

　

 

全
会
期
で
１
０
４
万
50

人
。
直
島
は
25
万
７
５
８

６
人（
全
体
の
24
・
77
％
）

前
回
比
７
８
１
７
人
減

だ
っ
た
。

町
営
バ
ス
３
０
０
万
人

○ 

10
月
24
日　

町
営
バ
ス
乗

車
３
０
０
万
人
達
成
セ
レ

モ
ニ
ー
開
催
。

Q
　

先
日
夜
、
直
島
パ

ヴ
ィ
リ
オ
ン
の
照
明

が
切
れ
、真
っ
暗
だ
っ
た
が
。

A
　

照
明
器
具
が
壊
れ

て
お
り
、
ス
テ
ン
レ

ス
の
カ
バ
ー
を
設
置
す
る
。

〔
教
育
委
員
会
〕

女
文
楽
各
地
で
公
演

○
10
月
２
日　

東
み
よ
し
町

○
10
月
11
日　

サ
ン
ポ
ー
ト

○
11
月
12
日　

米
子
市

教
育
文
化
祭

○
11
月
３
・
４
日

　

来
場
者
数　

１
１
８
８
人

　

出
品
作
品
数　

９
８
８
点

　

 

お
茶
サ
ー
ク
ル
の
お
点

前
、
中
学
生
バ
ザ
ー
な
ど

開
催
。

上手にできているネ

活
性
化
対
策
特
別

浜口 委員長

環
境
セ
ン
タ
ー
内
に
一
時
保
管
も

　

11
月
15
日
、
県
か
ら
大
山

環
境
森
林
部
長
ほ
か
、
町
か

ら
町
長
、
担
当
課
長
ほ
か
が

出
席
し
、
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

大
山
部
長
か
ら
「
こ
の
事

業
も
処
理
開
始
以
来
13
年
２

カ
月
、
本
年
10
月
末
ま
で
に

85
万
４
千
ト
ン
を
処
理
し

た
。
10
月
１
日
時
点
の
測
量

結
果
で
２
千
ト
ン
の
処
理
量

増
加
と
な
り
、
年
度
末
処
理

完
了
は
予
断
を
許
さ
な
く

な
っ
た
。
豊
島
か
ら
の
廃
棄

物
搬
出
を
急
ぐ
こ
と
に
よ

り
、
環
境
セ
ン
タ
ー
内
に
一

時
保
管
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
あ
る
。」
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

豊島産廃の運搬急ピッチ
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経 済・民 生

石川 委員長

〔
環
境
水
道
課
〕

自
然
探
検
隊
に
68 
人

○ 

８
月
27
日　

自
然
探
検
隊

を
実
施
。
町
内
外
か
ら
子

ど
も
42
人
、
大
人
26
人
が

参
加
し
、
海
ホ
タ
ル
の
観

察
や
磯
遊
び
な
ど
を
行
っ

た
。

環
境
フ
ェ
ス
タ
を
実
施

○ 

10
月
22
日　

環
境
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
６
を
開
催
。
バ

ラ
エ
テ
ィ
シ
ョ
ー
や
学

習
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

に
約
５
０
０
人
の
来
場
者

が
あ
っ
た
。
恒
例
の
ハ
マ

チ
試
食
も
に
ぎ
わ
っ
た
。

直島港ターミナル
� 改善を要望

〔
建
設
経
済
課
〕

稚
魚
を
放
流

○ 

９
月
26
日　

つ

り
公
園
で
キ
ジ

ハ
タ
の
稚
魚
３

０
０
０
匹
を
放

流
し
た
。

Q
　

イ
ノ
シ

シ
の
捕
獲

状
況
は
。

A
　

現
在
ま

で
に
21
匹

捕
獲
し
て
い
る
。

ま
だ
た
く
さ
ん
い
る
よ
う
な

の
で
、
今
後
も
罠
を
し
か
け

て
い
く
。

Q
　

直
島
港
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
が
完
成
し
た

が
、北
側
の
入
口
が
低
く
て
、

頭
を
打
つ
人
が
多
く
い
る
。

改
善
し
て
ほ
し
い
と
の
声�

を
聞
く
が
、
対
策
は
。

A
　

現
在
、
コ
ー
ン
を

置
い
て
い
る
。
設
計

者
に
は
伝
え
て
い
る
が
回
答

が
な
い
。

　

住
民
か
ら
不
平
不
満
が
出

て
い
る
件
に
つ
い
て
は
、
早

急
に
対
処
す
る
よ
う
委
員
会

か
ら
要
望
し
ま
し
た
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

３
５
０
人
が
来
場

○ 

９
月
11
日　

健
康
福
祉
ま

つ
り
を
開
催
し
、乳
が
ん
、

子
宮
が
ん
検
診
や
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
映
画
会
な
ど
も

行
い
、
参
加
者
は
約
３
５

０
人
だ
っ
た
。

敬
老
会
に
１
６
７
人

○ 

10
月
６
日　

敬
老
会
を
開

催
し
、１
６
７
人
が
出
席
。

演
芸
で
は
、
マ
ジ
ッ
ク
や

落
語
で
楽
し
ん
だ
。

Q
　

在
宅
見
舞
金
は
、

入
院
者
に
は
支
給
し

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
見
直
す
べ
き
で
は
な
い

か
。A

　

今
後
、運
用
の
改
善

な
ど
を
検
討
し
た
い
。

〔
ふ
れ
あ
い
診
療
所
〕

○
診
療
状
況

 
（
平
成
28
年
４
月
～
10
月
）

①
外
来
患
者　

８
８
９
７
人

 
（
１
日
平
均
62
・
２
人
）

②
入
院
患
者　

１
０
５
８
人

 

（
１
日
平
均
４
・
９
人
）

③
時
間
外
患
者　

２
９
５
人

 

（
１
日
平
均
１
・
４
人
）

④
病
床
稼
動
率　

26
・
０
％

（
主
な
質
疑
）

Q
　

処
理
完
了
宣
言

は
、
豊
島
か
ら
の
廃

棄
物
の
搬
出
完
了
、
溶
融
炉

の
稼
働
の
終
了
、
ど
の
時
点

に
な
る
の
か
。

A
　

い
ず
れ
の
時
点
も

大
き
な
意
味
が
あ
る
。

Q
　

屋
根
の
あ
る
置
場

に
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク

を
一
時
保
管
す
る
が
、
雨
風

で
流
れ
出
し
た
り
破
れ
る
心

配
は
な
い
か
。

で
あ
れ
ば
、
３
月
末
で
処
理

で
き
る
が
、
仮
定
の
話
で
あ

り
、
全
く
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
あ
る
。

　

な
ど
活
発
に
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
委
員
長
か
ら

「
豊
島
廃
棄
物
処
理
完
了
ま

で
、
安
全
面
等
遺
漏
の
な
き

よ
う
、
さ
ら
に
緊
張
感
を

も
っ
て
し
っ
か
り
と
処
理
を

進
め
て
も
ら
い
た
い
。」
と

要
望
し
閉
会
し
ま
し
た
。

大山部長があいさつ（活性化特別）

なおしまハマチ オイシイネ

何がおるかな？（自然探検隊）

A
　

十
分
に

注
意
し
対

策
を
と
る
。
も
し

も
の
時
は
、
セ
ン

タ
ー
内
に
排
水
処

理
施
設
が
あ
り
環

境
に
問
題
は
な
い
。

Q
　

環
境
セ

ン
タ
ー
内

で
の
一
時
保
管
量

が
最
大
３
千
ト
ン

以
内
で
あ
れ
ば
３

月
末
ま
で
に
は
処

理
が
完
了
す
る
と

考
え
て
よ
い
か
。

A
　

10
月
１

日
時
点
の

推
計
残
存
量
３
万

８
千
ト
ン
の
ま
ま
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町長どう考えますか
一 般 質 問

西岡 議員松島 議員

　

①
町
内
に
は
事
故
が
発
生

し
や
す
い
十
字
路
や
曲
が
り

角
が
あ
る
。

　

ふ
れ
あ
い
診
療
所
近
く
の

十
字
路
は
、
港
方
面
と
製
錬

所
方
面
に
行
き
交
う
バ
イ
ク

や
自
動
車
な
ど
が
接
触
し
そ

う
に
な
っ
た
方
も
多
い
。

　

バ
イ
ク
や
自
動
車
の
減
速

を
促
す
た
め
に
、
危
険
箇
所

の
舗
装
の
色
を
変
え
る
な

ど
、
何
ら
か
の
対
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　

農
協
付
近
の
十
字
路
も
同

様
だ
。

〔
町
長
〕
一
番
良
い
方
法
を
考
え
る

危
険
箇
所
の
対
処
を

〔
町
長
〕
支
援
体
制
の
確
立
を
進
め
る

要
支
援
者
名
簿
の
活
用
は

　

②
夜
に
イ
ノ
シ
シ
を
道
路

で
見
た
人
も
い
る
と
思
う
。

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
観
光
客

の
安
全
確
保
の
た
め
に
も
、

街
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
順
次
変
え

て
い
っ
て
は
ど
う
か
。

A
（
町
長
）町
内
に
は
、

道
幅
が
狭
く
て
通
行

量
が
多
く
、
事
故
が
発
生
し

そ
う
な
場
所
が
数
カ
所
あ
る
。

　

ふ
れ
あ
い
診
療
所
近
く
の

交
差
点
は
県
道
な
の
で
、
県

と
協
議
し
舗
装
の
色
を
変
え

る
な
ど
、
一
番
良
い
方
法
を

要
望
し
て
い
き
た
い
。

　

農
協
前
は
町
道
な
の
で
、

県
道
の
施
工
方
法
や
他
市
町

の
事
例
な
ど
を
研
究
し
、
有

効
で
あ
れ
ば
、
次
回
の
補
修

時
に
検
討
し
た
い
。

　

街
灯
の
件
だ
が
、
町
内
に

は
暗
い
と
感
じ
る
所
が
あ
る

と
思
う
が
、
す
べ
て
に
街
灯

を
設
置
す
る
の
は
難
し
い
。

　

交
通
状
況
や
住
宅
状
況
を

基
に
検
討
し
、
新
し
い
街
灯

を
毎
年
増
設
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

危険がいっぱい宮ノ浦交差点

　

災
害
基
本
法
で
は
「
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
」
の
整

備
を
定
め
て
い
る
。
当
町
で

も
完
備
し
て
い
る
と
思
う
。

万
一
大
災
害
発
生
の
際
の
運

用
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

近
隣
要
支
援
者
の
情
報
と

万
一
の
際
の
対
応
の
方
法
を

町
民
各
自
が
持
っ
て
い
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
。
役
場
、

消
防
団
ま
か
せ
で
は
大
事
の

際
対
応
し
き
れ
な
い
と
考
え

る
。
公
助
の
前
の
自
助
、
共

助
に
つ
い
て
日
頃
の
心
構
え

と
体
制
作
り
が
重
要
と
思
う
。

　

対
応
策
と
現
状
を
尋
ね
る
。

A
（
町
長
）
大
規
模
災

害
の
発
生
に
対
し
て

は
、
自
ら
食
糧
な
ど
を
備
蓄

し
た
り
、
住
宅
の
耐
震
化
を

し
た
り
す
る
自
助
、
自
衛
隊

や
消
防
の
支
援
が
届
く
ま
で

近
隣
で
助
け
合
う
共
助
が
重

要
。災
害
対
策
基
本
法
で
は
、

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

作
成
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
災

害
発
生
時
に
は
、
本
人
の
同

意
が
な
く
て
も
情
報
提
供
が

で
き
ま
す
。
本
町
で
も
す
で

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

課
題
と
し
て
は
い
か
に
多

く
の
対
象
者
を
台
帳
に
登
録

し
、
平
常
時
よ
り
入
念
に
準

備
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
。

支
援
者
制
度
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
と

め
て
い
る
が
、
登
録
を
申
請

す
る
人
が
少
な
い
状
況
で
あ

り
支
援
が
必
要
な
の
に
未
登

録
の
状
況
が
あ
る
。
今
後
は

広
報
活
動
を
強
化
す
る
だ
け

で
な
く
、
家
庭
訪
問
な
ど
で

登
録
増
加
を
進
め
て
い
き
た

い
。
福
祉
担
当
、防
災
担
当
、

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
の
連

携
強
化
と
福
祉
施
設
な
ど
の

協
力
も
得
て
、
地
域
の
支
援

体
制
の
確
立
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

災害時の救助体制は
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井下 議員浜口 議員

〔町長〕再度徹底する〔町長〕できるだけの応援はする

適切な対応を不安のない葬儀体制を

　

先
日
、
町
民
の
方
が
手
の

指
を
切
り
血
が
止
ま
ら
な
い

た
め
、診
療
時
間
を
少
し
過
ぎ

て
診
療
所
に
行
っ
た
が
応
対

が
不
適
切
だ
っ
た
と
聞
い
た
。

　

時
間
外
診
療
は
緊
急
性
等

を
考
え
臨
機
応
変
な
対
応
が

必
要
だ
。
現
在
、
所
内
で
ど

の
よ
う
な
指
導
が
な
さ
れ
て

い
る
か
。

　

ま
た
、
町
内
企
業
従
事
者

等
の
た
め
、
受
付
時
間
を
少

し
延
長
で
き
な
い
か
。

A
（
町
長
）
今
回
、
患

者
に
不
愉
快
な
思
い

　

今
ま
で
は
、
自
治
会
ご
と

に
葬
儀
の
世
話
を
し
て
く
れ

る
方
が
お
り
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
は
安
心
し
て
お
願
い

で
き
た
。

　

し
か
し
最
近
で
は
、
亡
く

な
っ
た
り
高
齢
に
な
っ
た
り

で
少
な
く
な
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
葬
儀
が
あ
る

た
び
に
「
将
来
に
不
安
の
な

い
葬
儀
の
組
織
や
体
制
づ
く

り
が
で
き
な
い
か
」
と
必
ず

話
題
に
な
る
。

　

町
外
の
葬
儀
社
に
頼
む
と

高
額
で
あ
る
た
め
、
一
般
家

庭
で
は
簡
素
で
低
価
格
の
葬

を
さ
せ
た
こ
と
、
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。
患
者
に
診
療

時
間
の
説
明
を
し
た
後
に
血

が
止
ま
ら
な
い
こ
と
が
判
明

し
、
医
師
が
診
察
・
処
置
を

し
た
。

　

今
後
、医
師
の
指
示
の
下
、

適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う

再
度
徹
底
し
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
向
上
し
愛
さ
れ
信
頼
さ

れ
る
診
療
所
と
な
る
よ
う
努

力
す
る
。

　

時
間
延
長
は
、
現
在
事
前

連
絡
で
あ
る
程
度
対
応
し
て

お
り
、
再
度
周
知
を
し
て
い

き
た
い
。

新
隊
員
ど
ん
な
仕
事

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を

新
た
に
１
人
採
用
予
定
と
聞

い
た
。
現
在
の
隊
員
は
空
家

対
策
等
だ
が
、
今
回
の
活
動

内
容
は
。

A
（
町
長
）
観
光
振
興

活
動
を
考
え
て
い

る
。
内
容
は
外
国
人
向
け
多

言
語
化
看
板
制
作
、
町
外
向

け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
観
光 

ポ
ス
タ
ー
の
作
成
等
だ
。 

ま
た
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
支

援
活
動
等
、
住
民
に
溶
け
込

ん
だ
活
動
に
も
期
待
し
て
い

る
。中

学
生
の
勇
姿
を
町
民
に

　

先
日
、
中
学
生
１
日
議
会

が
開
催
さ
れ
、
現
在
町
が
か

か
え
る
問
題
を
中
学
生
の
目

線
で
一
生
懸
命
問
い
か
け
て

い
た
。
そ
の
姿
を
父
兄
や
一

般
町
民
に
傍
聴
し
て
い
た
だ

い
て
は
ど
う
か
。

A
（
町
長
）
何
ら
異
存

な
い
。
次
回
か
ら
で

も
Ｏ
Ｋ
だ
。

活発に質問ができました

儀
を
希
望
し
て
い
る
。

　

平
成
12
年
、
葬
儀
の
世
話

を
し
て
く
れ
る
ア
イ
ラ
ン

ド
・
サ
ポ
ー
タ
ー
が
４
人
で

ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
現
在
は

２
人
に
な
っ
て
い
る
。

　

葬
儀
に
関
す
る
現
状
と
住

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

を
考
え
た
と
き
、
隣
組
の
手

伝
い
は
も
ち
ろ
ん
必
要
だ

が
、
住
民
福
祉
の
一
環
と
し

て
行
政
が
葬
儀
に
関
わ
り
、

現
在
の
２
人
の
方
を
中
心
と

し
た
ア
イ
ラ
ン
ド
・
サ
ポ
ー

タ
ー
の
要
員
確
保
や
組
織�

強
化
へ
の
支
援
が
必
要
で
あ

る
。

　

町
内
の
葬
儀
の
あ
り
方
、

支
援
に
対
す
る
基
本
的
な
考

え
は
。

A
（
町
長
）
町
民
が
葬

儀
の
あ
り
方
に
つ
い

て
不
安
を
持
っ
て
い
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。
葬
儀
場

の
建
設
は
難
し
い
こ
と
か

ら
、
葬
儀
に
は
福
祉
セ
ン

タ
ー
分
館
や
公
民
館
、
直
島

ホ
ー
ル
な
ど
を
優
先
的
に
無

償
で
利
用
で
き
る
取
り
組
み

を
し
て
き
た
。

　

最
近
の
葬
儀
方
法
に
つ
い

て
は
多
様
化
し
て
き
て
お

り
、
家
族
だ
け
で
密
や
か
に

行
っ
た
り
、
隣
組
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
と
島
外
の

葬
儀
場
で
行
っ
た
り
、
葬
儀

社
に
頼
ん
で
町
内
で
行
う
方

も
増
え
て
き
た
。

　

葬
儀
そ
の
も
の
は
宗
教
的

な
面
も
あ
り
、
町
が
直
接
執

り
行
う
こ
と
は
難
し
い
。

　

し
か
し
、
実
際
に
困
る
の

は
町
民
な
の
で
、
自
治
会
や

ア
イ
ラ
ン
ド
・
サ
ポ
ー
タ
ー

か
ら
相
談
や
協
力
依
頼
が 

あ
れ
ば
、
要
員
の
確
保
や
組

織
強
化
の
支
援
な
ど
、
で
き

る
だ
け
応
援
は
さ
せ
て
も
ら

う
。

　

町
や
町
民
に
と
っ
て
大
き

な
課
題
だ
と
認
識
し
て
い 

る
。Q

　

葬
儀
の
世
話
を
し

て
も
ら
え
る
方
が
い

な
く
な
っ
た
場
合
、
町
の
支

援
で
民
間
の
協
力
を
得
て
葬

儀
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
か
。

A
（
町
長
）
具
体
的
に

は
ま
だ
考
え
て
い
な

い
。
ま
ず
は
後
継
者
の
確
保

が
一
番
だ
と
思
う
が
な
か
な

か
難
し
い
。

A
（
教
育
長
）
校
長
に

確
認
し
た
が
、
ま
っ

た
く
支
障
な
し
と
の
こ
と
。

来
年
度
か
ら
案
内
し
た
い
。
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何度も壊される照明

委
員
さ
ん 

 
よ
ろ
し
く髙田�治 氏

髙
田
　
治 
氏

 

を
再
任

　

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委

員
会
委
員
と
し
て
、
髙
田
治

氏
の
任
命
に
全
員
賛
成
で
同

意
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
任
期
は
平
成
29
年

３
月
10
日
か
ら
平
成
33
年
３

月
９
日
ま
で
の
４
年
間

平成28年度　予算補正条　例

一
般
会
計

◎
歳
入
の
主
な
も
の

◦
国
庫
補
助
金

 

２
２
４
万
円
追
加

◦
県
補
助
金

 

３
７
５
万
円
追
加

◦
繰
越
金

 

４
０
４
９
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

◦ 

京
ノ
山
地
区
台
風
被
害
復
旧

工
事 

１
８
７
０
万
円
追
加

◦ 

直
島
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
照
明

灯
・
カ
バ
ー
設
置
工
事

 

１
２
５
万
円
追
加

◦ 

第
５
分
団
屯
所
更
新
設
計
料

 

４
４
３
万
円
追
加

◦ 

小
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置
設
計

料
等 

４
５
５
万
円
追
加

◦ 

中
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置
設
計

料 

２
１
０
万
円
追
加

　

主
な
質
疑

Q
（
石
川
）
中
学
校
の
エ

ア
コ
ン
は
、
ど
の
教
室

に
設
置
す
る
の
か
。

A
（
教
育
次
長
）
普
通
教

室
１
年
か
ら
３
年
の
３

カ
所
、特
別
支
援
学
級
１
カ
所
、

校
長
室
１
カ
所
、
技
術
室
１
カ

所
、
美
術
室
１
カ
所
だ
。

Q
（
小
林
）
小
学
校
の
エ

ア
コ
ン
は
、
ど
の
教
室

に
設
置
す
る
の
か
。

A
（
教
育
次
長
）
普
通
教

室
１
年
か
ら
６
年
の
６

カ
所
等
、
合
計
で
７
カ
所
だ
。

Q
（
井
下
）
直
島
パ
ヴ
ィ

リ
オ
ン
の
照
明
カ

バ
ー
設
置
費
は
、
照
明
灯
の
取

替
も
入
っ
て
い
る
の
か
。

A
（
ま
ち
観
課
長
）
撤
去

し
て
い
る
物
、
破
損
し

て
い
る
物
を
含
め
て
取
り
替
え

る
。Q

（
井
下
）
カ
バ
ー
の
値

段
は
。

A
（
ま
ち
観
課
長
）
10
万

円
位
だ
。

　

法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
農
業
委

員
は
、公
選
制
を
廃
止
し
、町
長
が
議
会

の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
も
の
。

　

な
お
、
委
員
の
定
数
は
７
人
。

　

９
月
20
日
の
台
風
16
号
で
被

害
が
あ
っ
た
京
ノ
山
地
区
の
法

面
復
旧
の
た
め
の
専
決
処
分
を

承
認
し
ま
し
た
。

◦ 

法
面
復
旧
等
（
土
砂
取
り
除

き
・
大
型
土
嚢
積
み
な
ど
）

 

５
７
９
万
円
追
加

◦
法
面
復
旧
設
計
委
託
料

 

１
１
０
万
円
追
加

専
決
処
分
と
は

　

議
決
を
得
る
た
め
の
議
会

を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕

が
な
い
場
合
に
町
長
が
決
定

し
、
後
に
議
会
に
報
告
・
承

認
を
求
め
る
も
の
。

　

主
な
質
疑

Q
　

地
方
自
治
法
な

ど
の
規
定
が
あ

り
、
費
用
弁
償
を
報
酬
に

含
め
る
の
は
グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
に
な
る
と
思
う
が
。

A
　

国
・
県
か
ら
報

酬
に
上
乗
せ
す
る

よ
う
通
知
が
あ
る
。

農
業
委
員
会
委
員
定
数
条
例
制
定

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

農
業
委
員
の
報
酬
額
は
従
来
ど
お
り

で
「
予
算
の
範
囲
内
で
町
長
が
定
め
る

額
を
能
率
給
」と
し
て
加
算
す
る
も
の
。

専
決
処
分

早急な復旧を

Q
　

農
業
委
員
は
、

推
薦
、
自
薦
も
で

き
る
よ
う
に
な
る
が
、
定

数
を
超
え
た
場
合
は
。

A
　

審
議
委
員
を
決

め
て
対
処
す
る
。
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定住促進
� 周防大島町に学ぶ

今
回
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
町
と
姉
妹
都
市
提
携
35
周
年
記
念
で
来
島
さ
れ
た

テ
ィ
ミ
ン
ズ
市
長
が
議
会
に
来
ら
れ
た
報
告
を
し
ま
す
。

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ブ
ラ
ッ
ク
市
長
　
議
会
に

　
去
る
８
月
25
～
29
日
、カ
ナ
ダ
の
テ
ィ

ミ
ン
ズ
市
が
35
周
年
記
念
の
行
事
を
催

し
、
町
長
が
訪
問
し
た
。

　

12
月
に
は
市
長
が
直
島
に
来
る
予
定

だ
が
公
式
行
事
は
す
る
の
か
。
ま
た
、

今
後
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
交
流
を
し

て
い
く
の
か
。

�

（
28
年
９
月
定
例
会　
浜
口
議
員
）

　
い
ろ
い
ろ
直
島
の
こ
と
を
調
べ
て

お
り
、
テ
ィ
ミ
ン
ズ
市
も
見
習
い
た

い
と
い
う
こ
と
だ
。
来
ら
れ
た
時
、

歓
迎
式
は
行
い
た
い
。
交
流
は
、中・

高
生
の
研
修
な
ど
を
考
え
た
い
。

�

（
濵
中
町
長
）

　

12
月
８
日
来
島
さ
れ
議
場
で

歓
迎
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
長
の
あ
い
さ
つ
の
一
部
を

報
告
し
ま
す
。 答

　
弁

そ
の
後

　
「
町
長
の
訪
問
後
、
カ
ナ
ダ

国
民
の
目
を
引
き
つ
け
る
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
世
界

に
向
け
て
チ
ケ
ッ
ト
を
発
売
し

た
。
そ
の
経
済
効
果
は
ま
だ
見

積
も
ら
れ
て
さ
え
い
な
い
。

　

し
が
な
い
炭
鉱
の
町
と
自
信

を
失
っ
て
い
た
テ
ィ
ミ
ン
ズ
市

を
改
善
し
成
長
さ
せ
る
た
め
に

直
島
町
と
町
民
の
方
々
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
考

え
て
い
る
。」

�

（
12
月
８
日
議
会
で
）

「ウェルカム」ティミンズ市長

　

11
月
24
・
25
日
の
両
日
、
山

口
県
周す

防お
う

大お
お

島し
ま

町
と
田た

布ぶ

施せ

町

に
お
い
て
、
町
長
と
総
務
課
長

に
同
行
い
た
だ
き
議
員
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

24
日
、
周
防
大
島
町
で
は
当

町
で
も
問
題
の
移
住
・
定
住
促

進
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

周
防
大
島
町
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

と
し
て
、
町
・
議
会
・
商
工
会
・
農
協
・

漁
協
が
連
携
し
て
「
定
住
促
進
協
議
会
」

を
設
立
、
と
同
時
に
町
内
在
住
の
泉い

ず

谷た
に

氏

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）
を

嘱
託
職
員
と
し
て
採
用
、
移
住
相
談
を
開

設
し
「
お
試
し
暮
ら
し
」
や
「
空
き
家
バ

ン
ク
」等
を
展
開
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

当
日
は
泉
谷
氏
か
ら
各
種
事
業
の
体
験

談
を
交
え
詳
細
に
説
明
を
い
た
だ
い
た

後
、
我
々
の
矢
継
ぎ
早
の
質
問
に
も
的
確

に
答
え
ら
れ
、
先
進
地
「
周
防
大
島
町
」

で
の
泉
谷
氏
の
存
在
感
と
貢
献
度
は
大
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
町
長
か
ら
「
泉
谷
氏
に
直
島
に

来
て
も
ら
っ
て
、
職
員
ら
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
た
い
」
と
感
想
を
交
え
挨
拶

す
る
な
ど
、
今
後
の
直
島
町
の
取
り
組
み

に
大
変
参
考
に
な
る
研
修
で
し
た
。

　

25
日
は
場
所
を
田
布
施
町
に
移
し
、
議

会
広
報
作
成
に
つ
い
て
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。
田
布
施
町
は
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
等
、
そ
の
実
力
は

全
国
に
知
ら
れ
る
存
在
で
す
。

　

説
明
い
た
だ
い
た
高
川
委
員
長
は
30
年

前
の
創
刊
以
来
長
年
委
員
を
務
め
ら
れ
、

思
い
出
を
交
え
広
報
作
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

詳
し
く
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
長
か
ら
「
直
島
町
も
田
布
施
町
に
追

い
つ
け
追
い
越
せ
で
広
報
づ
く
り
に
が
ん

ば
り
ま
す
」
と
お
礼
の
挨
拶
を
し
、
研
修

を
終
え
ま
し
た
。 

（
井
下
記
） 田布施町にて広報研修

研 

修 

記
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　11月11日、第33回中学３年生１日体験議会が開催されました。
　皆さんに思い思いの感想文を書いていただきましたが、紙面の都合上
６人の生徒の文を紹介します。

町の対応は早く、安心だと感じた

意見が反映されることを実感

授業より細かいことを知ることができた

　今回議会体験をして、直島町のことを見えない所で支えて下さっている方々の町に懸
ける思いや、仕事の大変さを知ることができました。私は議員という役職の他に議長の
体験をしました。自分の周りに各課の課長さんや町長さんが居てとても緊張しましたが、
議長を体験出来て良かったなとも思いました。また議員としての一般質問では課長さん
の答弁の後に再質問もできて、声が震えましたがとても嬉しかったです。突然の質問に
も素早く答えて下さって、やっぱり課長さんや議会関係者の方々は凄いなと思いました。
今回の議会体験でも私たちの質問に対して何らかの案を素早く立てて下さって町の対応はとても早く、町民に
とっても安心だなと思いました。この先もこの議会体験が長く続いて欲しいです。

　今回の議会体験で、自分の意見が町に反映するという事を、実際に一般質問をして実
感する事ができました。自分達の質問に対して分かりやすい答弁をしてくださり、今ま
で知らなかった直島町の条例やお金の使い方について詳しく知る事ができました。また
私は、議長の体験もさせてもらいました。私に議長が務まるか不安でしたが、隣で蓬議
長さんが丁寧に礼のタイミングを教えてくださったので最後まで議事を進める事ができ
ました。私は普段公民を習っていますが、その内容は自分にはほど遠い話だと思いまし
た。今回の体験で議会というものは身近にあり、私達がより良い生活を送るために大切
なものだと思いました。今回、体験できた事に感謝すると共に、自分の意見が反映されるという事を３年後、
選挙権を持った時に忘れず選挙に行こうと思います。

　初めて議会を体験して、中学校での公民の授業より細かいところを知ることができた
ので、とてもいい経験になりました。質問するときは緊張したけど、自分の意見をしっ
かり伝えようという思いで質問し、私の質問の答弁だけでなく、全員の質問に対して、
中学生にもわかるように、わかりやすく答えてくださった町長さんや課長さんたちに感
謝したいです。
　また、私は今回、議長として議事の進行をしました。町長さんや課長さんたちより高
いところから議事を進めるのは一般質問をするより緊張しましたが、議会事務局の方の
協力もあり、議長としての役割を果たせたと思います。議会の議長を務めることは、と
ても貴重なことなので、とてもいい経験になりました。
　今回このような経験をさせていただいた方々に感謝したいです。

森本 龍成�君

斎藤 虹海�さん

三宅 真生�君

１生学中 日 議 会 体 験 記
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分かりやすい答弁に納得

実行が早いのにビックリ

町のためになることをしたい

　今回の議会体験で思ったことは二つあります。
　一つ目は、人前で自分の意見を伝える大変さについてです。私は人前で話したり、発
表したりすることが苦手です。しかし、今回大勢の人の前で自分の意見を発表するのは
緊張したけれど受験の面接の練習にもなりました。
　二つ目は、私たちの知らないところで、大勢の人が直島を良くしようとしてくれてい
たということです。私たちの質問に対しても私たちにも分かりやすいように答えてくだ
さってとても分かりやすかったです。
　今年で33回目の議会体験だと聞いて、そのような伝統行事に参加することができ本
当によかったと思います。他の学校ではできない体験ができたので、たくさんの人に感謝し、もっと直島町に
ついて考え生活していきたいと思います。

　この１日議会体験を通して、議会や直島町への自分の考えや思いが変わったと思いま
す。理由はいくつかあり、一つ目は、町民や議員さんが意見を出したことはすぐに意見
について町の考えを出し、実行にうつしていることはすごいなと思いました。また、限
られた予算を有効活用し、努力していることも分かりました。二つ目は、実行が早いと
いうことです。今日みんなが出した意見案のほとんどがもうすでに実行にうつされてお
り、町の活性化に役立っていました。だから、町は誰よりも直島のことを考え、すぐに
対処していっていることがわかりました。この体験は、今後の世代の考えのもととなり、町だけではなく県や
国へ興味を持つようになるきっかけとなるようなもので、これからも続けてほしいです。

　議会体験を通して今の町の現状を知ることができました。私が質問したのは、直島町
の空き家問題がある中、今後どうやって活用していくのかということでした。その質問
に対して町長さんは、今こんな問題がでていて今後町ではこんなことをしていくつもり
です。というふうに、具体的に答えてくれました。私は町長さんや他の課長さん達が直
島町のことをしっかり考えてくれていたことに驚きました。また、質問した内容が同じ
ようなもの、対策がとられているものであっても一つ一つ丁寧に答えてくれました。
　議会の最後に教育長さんが、ケネディ元大統領の言葉を引用して、『町が自分達に何
をしてくれるのかを聞くのではなく、自分が町のために何ができるかを考える。』と言っていたので私も町の
ためになることをしていきたいなと思いました。

宇和佐 芽�さん

落海 一星�君

岡田 心温�さん
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新
年
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
穏
や
か
な

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
申
年
で
し
た
。

　

昔
か
ら
申
年
は
大
荒
れ

の
年
と
言
わ
れ
、
国
内
で

も
大
地
震
や
豪
雨
・
土
砂

災
害
な
ど
、
大
き
な
被
害

が
出
ま
し
た
。

　

な
ぜ
か
政
界
だ
け
は
荒

れ
そ
う
で
荒
れ
ず
。

　

今
年
こ
そ
国
内
は
も
と

よ
り
、わ
が
家
で
も
平
安
・

無
事
を
念
じ
た
い
。

　

最
後
に
川
柳
を

○ 

父
ち
ゃ
ん
の
飯
よ
り
ご

馳
走
ネ
コ
の
エ
サ

○
な
ぜ
だ
ろ
う
・
・
・

　
俺
よ
り
先
に
ポ
チ
の
エ
サ

 

（
蓬
記
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
　
長
　
蓬　
　

清
二

委
員
長
　
井
下　

良
雄

副
委
員
長
　
石
川　

知
久

委
　
員
　
西
岡
裕
喜
広

　
〃
　
　
浜
口　

敏
夫

　
〃
　
　
小
野　

孝
一

　
〃
　
　
丸
山　

義
朗

　
〃
　
　
小
林　

眞
一

編
集
後
記

り
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

写
真
で
年
賀
状
を
い
た
だ
い

た
り
し
ま
す
。

Q　

今
ま
で
に
何
か
ト
ラ
ブ

ル
は
あ
り
ま
し
た
か
。

正
樹
さ
ん　

タ
ヌ
キ
だ
と
思

Q　

毎
年
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す

が
。

正
樹
さ
ん　

は
い
、
12
年
前

に
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
と
同

時
に
タ
バ
コ
を
止
め
て
、
そ

の
タ
バ
コ
代
25
万
円
を
毎
年

つ
ぎ
込
ん
で
い
ま
す
。（
笑
）

Q　

子
ど
も
た
ち
等
、
町
内

の
反
響
や
感
想
は
。

い
く
み
さ
ん　

大
変
喜
ん
で

く
れ
て
い
ま
す
。
点
灯
式
に

は
大
勢
集
ま
っ
て
く
れ
た

　

え
っ！
こ
こ
は
ど
こ
？
も

の
す
ご
い
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン！
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
？

神
戸
ル
ミ
ナ
リ
エ
？
い
い

え
、
こ
こ
は
宮
ノ
浦
の
町
川

さ
ん
宅
で
す
よ
。
町
川
正
樹

さ
ん
・
い
く
み
さ
ん
に
登
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。

Q　

町
川
さ
ん
、
大
変
忙
し

い
と
こ
ろ
お
時
間
を
い
た
だ

い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
早
速
で
す
が
、
す
ご
い

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
す

ね
。
何
年
前
か
ら
始
め
ら
れ

ま
し
た
か
。

正
樹
さ
ん　

12
年
前
で
す
。

Q　

そ
の
動
機
は
。

正
樹
さ
ん　

３
人
目
の
子
ど

も
が
生
ま
れ
て
喜
ば
そ
う
と

思
い
始
め
ま
し
た
。

Q　

点
灯
の
期
間
と
時
間
を

教
え
て
下
さ
い
。

い
く
み
さ
ん　

夕
方
５
時
半

か
ら
９
時
半
で
、
11
月
19
日

に
点
灯
、
カ
ッ
プ
ル
が
多
く

来
る
の
で
バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
ー
ま
で
点
灯
し
て
い
ま
す
。

町川　正樹�さんいくみ�さん

タ
バ
コ
代
を
つ
ぎ
込
ん
で

う
の
で
す
が
、
コ
ー
ド
を
噛

ま
れ
て
急
に
真
っ
暗
に
な
っ

た
り
し
ま
し
た
。

Q　

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続

け
て
い
か
れ
ま
す
か
。

い
く
み
さ
ん　

近
所
の
人
た

ち
も
「
い
つ
か
ら
点つ

く
ん

な
？
」
と
楽
し
み
に
し
て
く

れ
て
い
る
の
で
続
け
ま
す
。

Q　

最
後
に
、
知
ら
な
い
人

は
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ
。

い
く
み
さ
ん　

お
正
月
も
点

灯
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
孫

さ
ん
と
か
帰
ら
れ
た
ら
見
に

来
て
下
さ
い
。

　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
大

変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
子
ど

も
た
ち
に
夢
を
与
え
る
よ
う

が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。

町川さんちのイルミネーション

できた!! �サンタや雪ダルマがいっぱい


